資本における所有・序説 (平田清明教授記念号) by 八木, 紀一郎
Title資本における所有・序説 (平田清明教授記念號)
Author(s)八木, 紀一郎











献 辞・ー 圃..・，.ー ー .. 池上 十字
マノレタス管見 ，ーーーー.. 菱 山 泉
比較経済学序説 -伊東光晴 12 
現代資本主義と経済政策の課題ー 清ー 水嘉 治 33 
マノレグ λのインダストりE市 ' ーーー ・ 山 回 鋭夫 54 
月ミス世界史像の再検討にむけて 野 沢敏 治 71 
ケネー「経済表』 「原表」の











































































































1) 古典派の資本概念とマルクスのそれとの戸批じについては f!品「マルグスと賃金基金J ~岡山





S 2. <資本 capitaI) とよばれるのは，私人が蓄積した九トックのうち，
直接の消費用に留保される部分を除いた，彼がそれから収入〈利潤)を得
る目的で運用する部分である。



























































































































































































3) こ号した皮肉な歴史的洞察は』後のシュンヘ タ のそれを想起させる。のみならず，両者は
その主人公を，経済白変動峨構の担当者と捉える点，その主導勤慨を無限の支配=世服伐とみる
点で共通している。『経済発展の理論』岩波土庫 上170，234ーぺ248:







































































いる。しか1..-， I[もしその結果がせいぜい同じ G'=G にすぎないとすれば〕
自分の百ポン fを流通の危険にさらすかわりに握りしめている貨幣蓄蔵者の方
































































































資本における所有・序説 (415) 131 
生産的」な要素もはらんでの相互の交錯(金融市場)そして影響が可能になる
のである。
紙幅にかぎりのある本橋では，こうした「資本」および「資本所有」り二重
化の展開と，その「蓄蔵貨幣」あるいは貨幣的資産との関連について詳論を試
みることはできなかった。しかし，以上のような展望にたち， ~資本目指』第E
巻第5篇をも射程にオ品、てマノレクスの資本理論を考察するならば， マノレグス体
系を Propertymatters !の理論体系として見直すことも，あながち無理とは思
えない。一一一「資本論』においては，資本市l経済の基本カテコリ を秩序だて
て本質論的に叙述するという先立つ課題のために，資本稿u経済の運動機構
modus operandiを論じる混角は後退しているむきがあることは否定できない
としても。 本稿は私自身にとっても，そのような問題提起であり，課題を
後に残すものであると観念して筆をおくことにする。
